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学
校
法
人　

根
岸
学
園

理
事
長　

内
田　

實

対
象
校
・
根
岸
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

園　
　

長　

原　

鉄
郎

対
象
事
業
・
園
舎
新
築
（
地
上
二
階
建
）

　

池
袋
駅
か
ら
東
武
東
上
線
で
一
五
分
、
朝

霞
駅
か
ら
徒
歩
一
五
分
に
位
置
す
る
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
根
岸
幼
稚
園
を
訪
れ
、
園
長

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

　

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）、
創
設

者
小
寺
さ
く
氏
が
私
財
を
投
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
埼
玉
県
朝
霞

市
の
東
部
に
位
置
す
る
、
武
蔵
野
根
岸
台
地

の
恵
み
の
中
、
根
岸
幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
初
は
、
三
教
室
だ
け
の
小
さ
な
園
で
し

た
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
つ
つ
、

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
い
う
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
年
で
創
立
四
十
五

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

園
の
運
営
は
、
地
域
有
識
者
・
卒
園
児
も

加
わ
っ
た
評
議
員
会
と
理
事
会
の
総
意
の
下

に
行
わ
れ
、
小
学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
の

緊
密
な
協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
幼
児
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
形
を
生
か
し
た
園
舎
造
り
を
！

地
形
を
生
か
し
た
園
舎
造
り
を
！

　

築
四
〇
年
を
超
え
る
園
舎
は
老
朽
化
の
た

め
、
耐
久
性
の
上
で
も
不
安
と
な
り
、
新
築

の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、

先
生
方
の
心
に
浮
か
ん
だ
の
が
「
全
ク
ラ
ス

が
同
じ
棟
に
集
え
る
環
境
を
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
高
低
差
一
〇
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
崖
の
上
と
下
に
園
舎
が
あ
っ
た
た

め
、
ど
う
し
て
も
先
生
同
士
の
行
き
来
が
少

な
く
な
り
、教
室
ご
と
の
意
識
の
ズ
レ
な
ど
、

離
れ
た
園
舎
ゆ
え
に
生
じ
る
問
題
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
の
園
舎
と
同
じ
場
所
に

造
る
の
で
は
、
仮
設
の
園
舎
が
必
要
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
級
建
築
士
で

あ
る
理
事
長
と
先
生
方
が
相
談
し
た
結
果
、

崖
地
に
新
園
舎
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
ど

お
り
の
教
室
を
使
い
な
が
ら
、
場
所
を
変
え

ず
に
保
育
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
園

舎
が
で
き
上
が
る
過
程
を
見
守
り
な
が
ら
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、完
成
を
待
ち
ま
し
た
。

先
生
た
ち
が
作
っ
た
幼
稚
園

先
生
た
ち
が
作
っ
た
幼
稚
園

　

理
事
長
が
先
生
方
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
こ
と
で
、
保
育
上
の
狙
い
に
添
っ

た
仕
様
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
靴
箱
に
は
檜
の
集
成
材
を
使
用

し
、
用
具
入
れ
も
な
る
べ
く
木
製
に
し
て
子

ど
も
た
ち
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
金
具
の
位

置
を
変
更
す
る
な
ど
の
工
夫
を
施
し
、
木
の

香
り
が
漂
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、園
児
が
遊
ん
で
汚
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
す
ぐ
に
洗
い
流
せ
る
よ
う
に
シ
ャ

ワ
ー
室
も
作
り
ま
し
た
。

　

周
囲
を
緑
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一

角
に
は
幼
稚
園
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
大
き

な
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
と

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
変
化
を
、
子
ど
も
た
ち
に
肌

で
感
じ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
先
生
方
の

方
針
か
ら
、
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
温
も
り
の

あ
る
木
造
の
園
舎
は
、
こ
れ
か
ら
も
数
多
く

の
園
児
を
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

事
業
団
融
資
を
利
用

事
業
団
融
資
を
利
用

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
根
岸
幼
稚

園
は
、「
月
報
私
学
」
等
の
刊
行
物
か
ら
、

事
業
団
が
融
資
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

以
前
か
ら
ご
存
知
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

二
十
年
の
長
期
借
入
、
固
定
金
利
で
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

園
を
訪
問
し
た
時
は
夏
休
み
で
し
た
が
、

お
話
を
お
聞
き
し
て
園
児
た
ち
の
歓
声
や
健

や
か
な
笑
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
○
三（
三
二
三
○
）七
八
六
二
〜
七
八
七
一

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

段差のある地形を利用した新園舎の全景

恵まれた自然環境と調和する木造園舎

―
自
然
の
恵
み
と

　

段
差
の
あ
る
地
形
に
新
園
舎
―

事
業
団
資
金
で

事
業
団
資
金
で

　
　
　

明
日
を
拓
く

　
　
　

明
日
を
拓
く
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は
じ
め
に

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
は
、
一
八
七
六

年
に
創
立
さ
れ
た
済
生
学
舎
を
前
身
と
し

て
、
創
立
一
三
五
年
を
超
え
る
我
が
国
最
古

の
私
立
医
学
校
で
す
。
明
治
期
の
済
生
学
舎

で
は
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
今
日
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教
育
（
臨
床
能
力
を
習
得

す
る
た
め
に
、
実
際
の
患
者
診
療
を
模
し
た

状
況
で
行
う
臨
床
実
習
教
育
）
の
基
で
あ
る

産
科
模
型
演
習
等
の
臨
床
技
能
教
育
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
臨
床

医
学
教
育
入
門
で
あ
る
「Early Clinical 

Exposure

」
と
は
、
近
年
社
会
に
求
め
ら

れ
て
い
る
、
医
学
生
が
医
学
教
育
の
早
い
時

期
に
医
学
・
医
療
の
現
場
に
接
し
、
医
師
と

な
る
動
機
付
け
を
試
み
る
教
育
で
す
。

　

本
学
で
は
、
医
学
生
に
良
医
と
な
る
動
機

付
け
の
教
育
と
し
て
、
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
、医
師
の
使
命
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
教
育
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ド
リ
ル
を
利

用
し
た
医
療
安
全
教
育
、
医
学
実
地
演
習
で

あ
る
臨
床
看
護
業
務
実
習
及
び
卒
前
の
早
期

臨
床
技
能
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
概
要
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

良
医
育
成
の
た
め
の
医
学
教
育
入
門

　

入
学
後
早
期
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

社
会
に
貢
献
す
る
愛
あ
る
良
医
育
成
の
た
め

に
、
新
入
生
が
人
格
を
涵か

ん
よ
う養
し
、
か
つ
医
師

と
な
る
た
め
の
動
機
付
け
で
あ
る
「Early 

Clinical Exposure to Practice

」
と
し

て
、
実
習
と
授
業
で
あ
る
「N

ovel M
edi-

cal Science
（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
※
）」
と
臨
床
看
護

業
務
の
体
験
実
習
を
通
し
て
「M

edical 
Student Internship
（
医
学
実
地
演
習
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｎ
Ｍ
Ｓ
…
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
総
論

一　
「
一　
「N

ovel M
edical Science

N
ovel M

edical Science

（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）」

（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）」

　

Ｎ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
理
想
の
医
師
像
と
医
学
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
二
つ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、
自
ら
の
考
え
る
医
師
像

と
目
標
か
ら
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
、

医
師
の
一
生
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
ま

す
。
ま
た
、
健
全
な
倫
理
観
を
背
景
に
、
患

者
の
福
利
優
先
、
自
律
性
と
公
正
性
の
原
則

を
守
る
こ
と
及
び
医
師
と
い
う
専
門
職
の
責

務
を
考
え
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
他
授

業
や
実
習
な
ど
で
、
学
生
の
体
験
学
習
の
相

手
と
し
て
患
者
役
を
演
じ
る
日
本
人
や
外
国

人
（
模
擬
患
者
）
と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
に
よ

り
、
医
療
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
知
る
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
実
習
で
は
、
学
生
は
、
病
め
る
患
者

さ
ん
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
医
療
面
接

に
お
い
て
、
三
つ
の
役
割
軸
モ
デ
ル
（
情
報

収
集
、
親
和
的
・
共
感
的
関
係
の
形
成
、
情

報
提
供
）
を
グ
ル
ー
プ
学
習
の
演
技
の
中
か

ら
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
創
立
一
三
五
年
の

歴
史
を
有
す
る
大
学
な
ら
で
は
の
医
史
学
教

育
と
し
て
、
貧
し
い
人
々
を
病
か
ら
救
済
す

る
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
す
る｢

済
生
救
民

｣
の
建
学
の
精
神
と
卒
業
生
で
あ
る
世
界
的

細
菌
学
者
「
野
口
英
世
」
の
歩
み
に
学
ぶ
講

義
を
行
い
、
新
入
生
に
、
昔
か
ら
本
学
は
い

つ
も
庶
民
の
医
療
を
守
っ
て
き
た
伝
統
と
誇

り
、
そ
し
て
愛
と
研
究
心
を
有
す
る
こ
と
を

話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
最
近
、
元

日
本
代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
急
死
で
救
命
蘇

生
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で

は
一
〇
年
前
よ
り
医
学
生
必
修
の
「Basic 

Life Support

：
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
次
救
命
処
置
）」

と
「A

utom
ated E

xternal D
efibrilla-

tor

：
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）」

の
実
習
が
、
心
臓
突
然
死
の
防
止
と
社
会
復

帰
率
の
向
上
を
目
的
に
、「
医
学
生
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
社
会
貢
献
」
を
目
指
し
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
文
部
科
学
省
の

平
成
十
八
年
度
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
「
学
年
や
学
部
を

超
え
互
い
に
教
え
て
学
ぶ
医
学
教
育
」
の
七

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
「
救
急
蘇
生
講
習

会
へ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
」

と
「
相
教
的
な
臨
床
技
能
実
習
室
」
の
中
核

を
な
し
、
本
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
医
学

に
お
け
る
チ
ー
ム
基
盤
型
教
育
の
一
つ
の
柱

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
医
科
大
学
の
特
色
あ
る
臨
床
医
学
教
育
入
門

日
本
医
科
大
学　

教
育
推
進
室　

室
長　

教
授　

志
村
俊
郎

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 ⑦

模擬患者との医療面接実習

BLSとAEDを使用した救命蘇生実習
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二　二　
  

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ド
リ
ル
を
利
用
し
た

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ド
リ
ル
を
利
用
し
た

医
療
安
全
教
育

医
療
安
全
教
育

　

未
来
の
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
ド
リ
ル
を

利
用
し
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症

危
機
管
理
に
お
け
る
多
職
種
連
携
に
よ
る
新

し
い
演
習
型
の
医
療
危
機
管
理
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
演
習
は
、
医
療
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
医
師
育
成
の
改
革
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
、
そ
の
内
容
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
ま
ず
座
学
形
式
の
講
義
で
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
及
び
感
染
防
御
技
術
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
を
学
び
、
そ
の
後
、
感
染
防
御

の
技
術
指
導
及
び
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
ド
リ
ル
を
用
い
演
習
を
行
い
ま

す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ド
リ
ル
で
は
、
四
人
が

一
つ
の
医
療
チ
ー
ム
と
な
り
、
各
チ
ー
ム
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
を
人
為
的
に
作
っ
た

擬
似
病
院
に
お
け
る
病
棟
を
担
当
し
、
擬
似

患
者
の
治
療
に
当
た
り
ま
す
。
な
お
医
学
生

は
看
護
師
役
、
看
護
学
生
は
医
師
役
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
他
職

種
の
重
要
性
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
演
習
型
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ツ
ー
ル
や
体
験
型
の

臨
床
技
能
の
授
業
は
、
通
常
の
机
上
の
座
学

形
式
の
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験

を
参
加
者
に
身
を
も
っ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
今
の
社
会
医
学
活
動
に
貢

献
す
る
多
職
種
連
携
の
医
療
者
教
育
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　三　

M
edical Student Internship
M
edical Student Internship

  

（
医
学
実
地
演
習
）

（
医
学
実
地
演
習
）

　

医
学
実
地
演
習
で
あ
る
臨
床
看
護
業
務
実

習
の
学
習
一
般
目
標
は
、
医
学
生
が
医
療
業

務
の
現
場
で
継
続
的
に
実
務
体
験
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
患
者
や
家
族
の
心
や
体
の
痛
み

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
病
め
る
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
と
医
療
従
事

者
の
業
務
実
態
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
こ
の
学
習
の
行
動
目
標
と
し
て
は
、
医

学
生
は
、
た
だ
単
に
看
護
の
内
容
を
見
学

型
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
全
人
的
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
医
療
を
自
ら
体
験
し
、
患
者
の
医
療

安
全
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
新
入
生
の
実
習
後
の
成
果
は
、

看
護
師
及
び
患
者
家
族
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

評
価
に
お
い
て
、高
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

四　

早
期
臨
床
技
能
教
育

四　

早
期
臨
床
技
能
教
育

　

新
入
生
よ
り
、
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る

卒
前
の
早
期
臨
床
技
能
教
育
は
、
卒
後
の
研

修
医
の
臨
床
技
能
教
育
と
一
貫
性
を
持
ち
な

が
ら
、
学
習
目
標
を
明
確
に
し
た
正
式
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
導
入
さ
れ
、
評
価
・

検
証
し
て
い
る
点
が
特
色
で
す
。
早
期
臨
床

技
能
教
育
の
必
要
性
は
、
六
年
生
の
臨
床
実

習
後
の
自
己
評
価
に
お
い
て
、
学
生
の
六

〇
％
以
上
が
臨
床
技
能
・
手
技
の
修
得
に
役

立
っ
た
と
述
べ
る
も
、
乳
房
、
直
腸
診
、
前

立
腺
の
診
察
は
、
二
〇
％
と
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
羞
恥
心
を
来
た
す
手
技
に

お
い
て
、
到
達
目
標
を
明
示
し
た
指
導
記
録

と
評
価
表
を
用
い
た
、
模
擬
人
形
実
習
の
積

極
的
応
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
現
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
四
年
生
三
学
期
の
臨
床
実

習
前
の
基
本
臨
床
実
習
コ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
社
団
法
人
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験
実

施
評
価
機
構
に
よ
る
臨
床
実
習
の
教
育
内
容

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
模
擬
人
形
の
イ
チ

ロ
ー
とM

r. Lung

、
婦
人
科
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
、
採
血
・
静
脈
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
乳
癌
教

育
用
視
触
診
モ
デ
ル
、
直
腸
診
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
、
眼
底
診
察
及
び
耳
の
診
察
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
使
用
し
、
各
々
の
模
擬
人
形
ご
と
の
学

習
到
達
目
標
を
得
る
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
こ
れ
ら
の
臨
床
技
能
教
育
の
更

な
る
充
実
の
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
の
積
極
的
な
臨
床
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
の
導
入
、
学
生
の
臨
床
技
能
の
修
得
度
の

調
査
、
臨
床
技
能
教
育
効
果
の
経
年
的
な
検

証
を
行
い
、
新
入
生
の
医
師
と
な
る
動
機
付

け
か
ら
始
ま
り
、
臨
床
実
習
に
お
け
る
臨
床

技
能
教
育
へ
の
定
型
的
な
卒
前
・
卒
後
の
一
貫

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　

愛
と
研
究
心
を
有
す
る
良
医
育
成
の
た

め
、
臨
床
医
学
教
育
入
門
と
し
て
現
在
行
っ

て
い
る
、
医
師
と
な
る
動
機
付
け
の
実
践
的

教
育
と
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
報

告
し
ま
し
た
。

新しい演習型の医療危機管理教育風景

チームワーク医療の体験

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

志
村　

俊
郎
（
し
む
ら　

と
し
ろ
う
）

　

二
〇
〇
四
年
よ
り
日
本
医
科
大
学
教

育
推
進
室　

室
長
・
教
授
。
脳
神
経
外

科
兼
務
。
二
〇
〇
五
年
よ
り
日
本
医
学

教
育
学
会
理
事
。 

乳癌模擬人形による実習
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私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
で
は
、
学
校
法

人
等
に
使
用
さ
れ
、
給
与
を
受
け
る
人
は
、

私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
り
、
退
職
し

た
と
き
や
常
時
勤
務
に
服
し
な
い
者
と
な
っ

た
と
き
は
、加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。

今
回
は
加
入
者
資
格
の
喪
失
に
関
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

加
入
者
資
格
の
喪
失
事
由

　

加
入
者
の
資
格
は
、
次
の
①
〜
⑥
の
事
由

に
該
当
し
た
と
き
に
喪
失
し
ま
す
。

①
死
亡
し
た
と
き

②
退
職
し
た
と
き

③ 

専
任
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
常
時
勤

務
に
服
し
な
い
者
と
な
っ
た
と
き

④
無
給
と
な
っ
た
と
き

⑤ 

勤
務
し
て
い
る
学
校
法
人
等
が
解
散

し
た
と
き

⑥
解
雇
と
な
っ
た
と
き

　

※ 　

前
記
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
事

由
が
生
じ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
「
資

格
喪
失
報
告
書
」
を
事
業
団
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
表
２
の
①
〜
⑦
に
該
当
し

た
と
き
は
、
給
与
支
給
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
特
例
的
に
加
入
者
資
格
を
有
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

① 

加
入
者
の
産
前
六
週
間
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
十
四
週
間
）、
産
後
八
週
間
の

休
業
期
間

② 

一
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
の

育
児
休
業
期
間

③ 

一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
た
め
の
育
児
休
業
期
間

④ 

三
歳
か
ら
小
学
校
入
学
期
ま
で
の
育

児
休
業
期
間
で
、
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
と
き

（
ア
） 
休
業
期
間
の
長
さ
が
社
会
通
念
上

妥
当
な
こ
と

（
イ
） 
期
間
満
了
後
復
職
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と

（
ウ
） 

休
業
期
間
中
は
他
で
就
労
し
な
い

こ
と

⑤ 

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る

配
偶
者
等
を
介
護
す
る
た
め
の
休
業

期
間

⑥ 

子
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
看
護
の
た

め
の
休
業
期
間

⑦ 

職
務
上
災
害
又
は
通
勤
災
害
に
よ
り
休

業
補
償
給
付
な
ど
を
受
給
中
の
期
間

加
入
者
資
格
を
判
定
す
る
際

の
条
件
を
一
部
改
善
し
ま
し
た

　

前
記
加
入
者
資
格
の
喪
失
事
由
で
あ
る

「
無
給
と
な
っ
た
と
き
」
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
多
様

な
就
労
形
態
等
が
あ
る
中
で
、
給
与
支
給
が

な
い
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
資
格
を
喪
失
す

る
こ
と
が
不
合
理
と
な
っ
て
し
ま
う
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
加
入
者
資
格
を
判
定
す
る
際
の

「
給
与
支
給
の
有
無
」
の
条
件
を
平
成
二
十

三
年
十
月
か
ら
一
部
改
善
す
る
こ
と
と
し
、

次
の
期
間
に
つ
い
て
は
給
与
の
支
給
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
加
入
者
資
格
を
有
す
る
も
の
と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

① 

「
心
身
の
故
障
に
よ
る
休
暇
又
は
欠

勤
」
に
つ
い
て
は
、
雇
用
契
約
が
継

続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

限
り
一
か
月
以
内
の
期
間

② 

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
に

よ
る
産
前
休
業
よ
り
前
の
期
間
で

あ
っ
て
、
就
業
規
則
に
定
め
る
出
産

休
暇
又
は
休
業
で
き
る
期
間
で
概
ね

一
か
月
間
を
限
度
と
す
る
期
間

③ 

非
違
行
為
に
よ
り
停
職
の
処
分
を
受

け
る
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
処
分
を

受
け
た
日
か
ら
一
か
月
以
内
の
期
間

　

た
だ
し
、
休
み
始
め
た
日
か
ら
一
か
月
を

超
え
た
休
暇
又
は
欠
勤
の
場
合
は
、
休
職
扱

い
と
な
り
ま
す
。

　

休
職
扱
い
と
な
っ
た
場
合
の
加
入
者
資
格

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
加
入
者
資
格
を
有
す
る
た
め
に

は
、
二
割
以
上
の
給
与
の
支
給
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、「
二
割
以
上
の
給
与
の
支
給
」
の

算
定
基
礎
と
な
る
「
平
常
勤
務
の
際
に
お
け

る
給
与
」
と
は
、
実
際
に
休
み
始
め
た
日
の

属
す
る
月
の
前
月
の
標
準
給
与
の
月
額
の
基

礎
と
な
っ
た
給
与
月
額
（
一
般
的
に
は
定
時

決
定
の
基
礎
と
な
っ
た
額
）
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
は
、
例
え
ば
病
気
等
に
か

か
り
短
期
間
の
休
暇
や
欠
勤
を
し
、
そ
の
間

給
与
の
支
給
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

直
ち
に
資
格
喪
失
と
な
っ
て
し
ま
う
不
合
理

を
解
消
す
る
も
の
で
す
の
で
、
前
記
表
３
の

①
〜
③
に
よ
る
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
就
業
規
則
等
の

写
し
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
資
格

私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
資
格

表２

表１

表３

　

資
格
取
得
時
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
住
民
票
住
所
の
報
告
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

報
告
し
て
い
た
だ
い
た
住
所
は
、
日
本
年

金
機
構
に
も
情
報
提
供
を
行
い
、
公
的
年
金

制
度
間
の
情
報
交
換
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
供
し
た
住
所
が
住
民
票
住
所
と
相
違
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
年
金
記
録
の
確
認
が
で
き

ず
、
基
礎
年
金
番
号
が
重
複
付
番
さ
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
年
金
の
請
求
勧
奨
が
行
え
な
い

な
ど
の
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
、
各

年
金
制
度
が
年
金
請
求
等
の
案
内
を
す
る
五

十
八
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
と
の
確
認
を
開
始

し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
私
学
事
業
団
に
登
録
し
て
い

る
内
容
と
相
違
し
て
い
る
場
合
は
学
校
法
人

等
を
経
由
し
て
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
情
報
の

　
　

活
用
を
開
始
し
ま
す

―
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
―

業
務
部　

資
格
課

業
務
部　

資
格
課

業
務
部　

資
格
課

業
務
部　

資
格
課
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ＱＱ

災　

害　

関　

係

　

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の
地
域
に
所

在
す
る
学
校
法
人
等
の
う
ち
、
表
に
掲
げ
る

対
象
地
域
に
所
在
す
る
学
校
法
人
等
の
延
長

後
の
納
期
限
が
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
学
校
法
人
等
に
対
し
て
は
、

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
付
で
通
知
文

を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の
地

域
に
所
在
す
る
学
校
法
人
等
の
う
ち
、
右
の

表
に
掲
げ
る
対
象
地
域
以
外
に
所
在
す
る
学

校
法
人
等
の
延
長
後
の
納
期
限
は
、
引
き
続

請
求
期
限　

　

災
害
見
舞
金
・
災
害
見
舞
金
付
加
金
は
給

付
事
由
が
発
生
し
て
か
ら
二
年（
請
求
時
効
）

以
内
な
ら
請
求
が
で
き
ま
す
。

　

市
町
村
の
「
り
災
証
明
書
」
の
遅
れ
な
ど

で
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
、
必
要
書
類

が
整
い
次
第
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
ご
相
談
内
容　

　

宮
城
県
か
ら
「
り
災
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
て
、
一
部
損
壊
と
い
う
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
災
害
見
舞
金
に
該
当
し
ま

す
か
。

Ａ　
一
部
損
壊
と
い
う
こ
と
は
、
家
屋
に

損
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
災
害
見
舞

金
等
の
請
求
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

福
島
県
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
り
災
証

明
書
」
が
一
部
損
壊
か
ら
半
壊
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き

を
行
っ
た
ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ　
変
更
さ
れ
た
「
り
災
証
明
書
」
に
災

害
見
舞
金
等
を
請
求
し
た
方
の
加
入
者
番

号
、氏
名
を
付
記
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

審
査
の
う
え
追
加
支
給
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。私

学
事
業
団
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の
支

援
の
た
め
、
加
入
者
証
等
の
取
り
扱
い
・
災

害
見
舞
金
の
支
給
・
積
立
貯
金
の
払
い
出
し

等
の
共
済
事
務
に
関
し
て
、事
務
の
迅
速
化
・

簡
略
化
を
図
る
と
と
も
に
、
取
り
扱
い
に
特

例
を
設
け
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
学

校
法
人
等
あ
て
に
す
で
に
お
送
り
し
ま
し
た

通
知
文
及
び
今
後
お
送
り
す
る
通
知
文
に
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
十
一

月
号
で
も
引
き
続
き
ご
案
内
し
ま
す
。

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
、
本
事
業
団
か
ら
お
送
り
し
た
通
知

文
や
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
」
の
「
災

害
に
遭
っ
た
と
き
」
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shigakukyosai.jp/

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
私
学
事

業
団
共
済
事
業
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
共
済
事
業
本
部
）

☎
〇
三
（
三
八
一
三
）
五
三
二
一
（
代
表
）

東
日
本
大
震
災

災
害
見
舞
金
等
の
請
求
を

災
害
見
舞
金
等
の
請
求
を

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す

掛
金
・
児
童
手
当
拠
出
金
に
か
か
る

掛
金
・
児
童
手
当
拠
出
金
に
か
か
る

納
期
限
延
長
の
取
り
扱
い
の
変
更

納
期
限
延
長
の
取
り
扱
い
の
変
更

対象学校法人等
岩手県・宮城県・福島県の地域に所
在する学校法人等のうち、表に掲げ
る対象地域に所在する学校法人等

対象となる調定掛金等 平成23年２月調定分から平成23年
７月調定分掛金等

延長後の納期限 平成23年９月30日（金）

口座振替の再開 平成23月８月調定分から

納付の猶予

震災等により学校法人等の財産に相
当な損失を受けたことで、延長後の
納期限までに納付が困難な場合は、
納付の猶予を受けることができま
す。詳細については、掛金課までお
問い合わせください。

表：対象地域
県　名 地　　　　　域

岩手県

盛岡市、花巻市、北上市、久慈市、遠野市、一関市、二戸市、八幡平市、奥州市、岩手郡雫石町、同郡葛巻町、
同郡岩手町、同郡滝沢村、紫波郡紫波町、同郡矢巾町、和賀郡西和賀町、胆沢郡金ヶ崎町、西磐井郡平泉町、
東磐井郡藤沢町、下閉伊郡岩泉町、同郡田野畑村、同郡普代村、九戸郡軽米町、同郡野田村、同郡九戸村、同
郡洋野町、二戸郡一戸町

宮城県

仙台市、塩釜市、白石市、名取市、角田市、岩沼市、登米市、栗原市、大崎市、刈田郡蔵王町、同郡七ヶ宿町、
柴田郡大河原町、同郡村田町、同郡柴田町、同郡川崎町、伊具郡丸森町、亘理郡亘理町、同郡山元町、宮城郡
松島町、同郡七ヶ浜町、同郡利府町、黒川郡大和町、同郡大郷町、同郡富谷町、同郡大衡村、加美郡色麻町、
同郡加美町、遠田郡涌谷町、同郡美里町

福島県

福島市、会津若松市、郡山市、いわき市、白河市、須賀川市、喜多方市、相馬市、二本松市、伊達市、本宮市、
伊達郡桑折町、同郡国見町、安達郡大玉村、岩瀬郡鏡石町、同郡天栄村、南会津郡下郷町、同郡桧枝岐村、同
郡只見町、同郡南会津町、耶麻郡北塩原村、同郡西会津町、同郡磐梯町、同郡猪苗代町、河沼郡会津坂下町、
同郡湯川村、同郡柳津町、大沼郡三島町、同郡金山町、同郡昭和村、同郡会津美里町、西白河郡西郷村、同郡
泉崎村、同郡中島村、同郡矢吹町、東白川郡棚倉町、同郡矢祭町、同郡塙町、同郡鮫川村、石川郡石川町、同
郡玉川村、同郡平田村、同郡浅川町、同郡古殿町、田村郡三春町、同郡小野町、相馬郡新地町

業
務
部　

掛
金
課

業
務
部　

掛
金
課

平
成
二
十
三
年
七
月

新
潟
・
福
島
豪
雨
／

平
成
二
十
三
年
台
風
十
二
号

き
未
定
で
す
。
今
後
の
取
り
扱
い
も
災
害
の

復
旧
状
況
を
踏
ま
え
対
応
す
る
予
定
で
す
。

業
務
部　

短
期
給
付
課

業
務
部　

短
期
給
付
課
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共
済
業
務

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
受
給
権
が
発
生

し
た
日
の
翌
日
か
ら
請
求
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
五
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
。

　

加
入
者
が
勘
違
い
を
し
て
、
請
求
手
続
き

を
し
な
い
ま
ま
時
効
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
年
金
の
受
給
権
を
時

効
に
よ
り
消
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
請
求

時
期
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

時
効
と
な
っ
て
し
ま
う
例

　

次
の
よ
う
な
誤
解
か
ら
時
効
と
な
る
例
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

• 

年
金
は
六
十
五
歳
で
請
求
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
た

• 

在
職
中
は
請
求
で
き
な
い
も
の
と
思
っ
て

い
た

• 

私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
短
い
の
で
年

金
は
請
求
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た

• 

遺
族
（
又
は
障
害
）
年
金
を
受
給
し
て
い

る
の
で
退
職
共
済
年
金
は
請
求
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
た

• 

給
与
収
入
が
あ
る
の
で
年
金
は
請
求
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
た

• 

個
別
に
連
絡
が
く
る
と
思
っ
て
い
た

● 

退
職
共
済
年
金
は
、
次
の
受
給
要
件
を
満

た
し
た
時
点
で
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
。

　

特
別
支
給（
六
十
五
歳
前
）の

　
　
　
　
　
　
　
　

退
職
共
済
年
金

• 

六
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

　

 （
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ

の
人
は
、
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（「
私
学
共
済
制
度 

事
務
の
手
引 

平
成
二
十
三
年
版
」
四
四

八
頁
〜
参
照
））

• 

加
入
者
期
間
等
が
二
十
五
年
以
上
（
※
）

• 

私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
一
年
以
上

　

 （
六
十
歳
の
時
に
加
入
者
期
間
が
一
年
未
満

の
場
合
は
、
加
入
者
期
間
が
一
年
に
な
っ

た
時
に
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
）

　

本
来
支
給（
六
十
五
歳
後
）の

　
　
　
　
　
　
　
　

退
職
共
済
年
金

• 

六
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

• 

加
入
者
期
間
等
が
二
十
五
年
以
上
（
※
）

• 

私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
一
月
以
上

　
（
た
だ
し
私
学
共
済
加
入
中
は
一
年
以
上
）

（
※
） 

加
入
者
期
間
等
の
条
件
に
は
期
間
短

縮
等
の
特
例
（「
私
学
共
済
制
度 

事

務
の
手
引 

平
成
二
十
三
年
版
」
四
五

三
頁
〜
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

　

五
年
を
経
過
し
て
か
ら
年
金
を
請
求
し
た

場
合
に
は
、
時
効
前
（
五
年
以
内
）
に
請
求

手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
「
遅
延
理
由
書
」

を
請
求
書
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
遅

延
理
由
書
」
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
理
由

が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
年
金
の
決
定
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

年
金
の
支
払
は
請
求
時
点
か
ら
五
年
間
し
か

さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
。
時
効
に
注
意
し
て
請

求
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

１　

医
療
費
通
知
の
目
的

　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
に
加
入
者

証
等
を
使
っ
て
保
険
診
療
を
受
け
る
と
、

窓
口
で
医
療
費
の
一
部
を
受
診
者
が
支
払

い
、
残
り
の
医
療
費
を
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
を
経
て
私
学
事
業
団
が
医
療

機
関
に
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
医
療
費
の
総
額
に
つ
い

て
は
、
わ
か
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
再
認
識
し
、「
医
療
費
の
適

正
化
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
、
医
療
機
関
か
ら
の
五
月
分
の
請
求
に

つ
い
て
、
保
険
診
療
の
対
象
と
な
っ
た
医

療
費
の
総
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
、
受
診
者
名
、
受
診
年
月
、

診
療
科
目
、
診
療
日
数
、
医
療
費
総
額
、

自
己
負
担
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
医
療

機
関
名
や
疾
病
名
な
ど
診
療
内
容
に
つ
い

て
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
自

費
診
療
な
ど
の
医
療
費
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
窓
口
負
担
額
と
通
知
す

る
自
己
負
担
額
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
四
月
以
前
の
診
療
分
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
や
五
月
の
診
療
で

あ
っ
て
も
通
知
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
一
部
負

担
金
猶
予
措
置
対
象
と
な
っ
た
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
通
知
対
象
外
と
し
て

い
ま
す
。

２　

 

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

医
療
費
通
知
は
、
加
入
者
等
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
「
親
展
」

扱
い
と
し
て
、
十
月
下
旬
に
学
校
法
人
等

あ
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
自
宅
あ
て
）

に
送
付
し
ま
す
。
通
知
の
趣
旨
を
説
明
の

う
え
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
の
送
付

五
月
診
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
十
月
下
旬
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す

年
金
の

年
金
の

　

請
求
時
期
と
時
効

　

請
求
時
期
と
時
効

業務部業務部
　短期給付課　短期給付課

年
金
部　

年
金
第
一
課

年
金
部　

年
金
第
一
課
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共
済
業
務　③65歳に達する人

　　 対象者 　　 在職中の加入者で、65歳到達月において加入者期間が１年以上である年金未決定者（前記②により、
60歳以降に請求書を送付した人を除きます）

　　 送付時期 　65歳到達月の３か月前

　【60歳以前の加入者期間が１年以上ある人が、年金を請求しないまま65歳に達する場合】

　④70歳に達する人

　　 対象者 　　 70歳に達する在職中の加入者で、本来支給の年金未決定者（前記②により、65歳以降に請求書を送
付した人を除きます）

　　 送付時期 　70歳到達月の３か月前
　　　　　　　　 　ただし、70歳に達した時点で加入者期間が１年未満の人（70歳に達した時点で年金の受給権が発

生する人）については、70歳到達月の翌々月となります。

　【65歳以降に資格取得した人が、年金を請求をしないまま70歳に達する場合】

　【65歳以降に資格取得した人が、加入者期間１年となる前に70歳に達した場合】

〔お願い〕
• 年金の請求が可能となる年齢に達する前に退職した元加入者に対しては、個人の住所あてに年金請求の案内等を送付
します。元加入者の転居等に伴う住所の変更については、基礎年金番号を基に日本年金機構から取得することを予定
していますので、「資格取得報告書」を提出される際には、基礎年金番号を確認のうえ、基礎年金番号通知書等の写
しを添付してくださるように引き続きご協力をお願いします。

• 年金の受給要件を満たしているにもかかわらず、年金を請求していない加入者がいましたら、お早めに請求手続きを
お願いします。

年金部　年金第一課年金部　年金第一課

　65歳到達月の３か月前に請求書を送付します。

　60歳時点で年金の請求を行っていない場合

には、再度請求書を送付しますが、さかのぼっ

て添付書類が必要となったり、時効に該当して

しまうことがありますので、60歳時点で請求

手続きをしていただくようお願いします。

　70歳到達月の３か月前に請求書を送付します。

例） 平成20年４月に資格取得し、年金未請求

のまま、平成24年１月に70歳に達する人

　　⇒　平成23年10月に送付

　70歳到達月の翌々月に請求書を送付します。

例） 平成23年４月に資格取得した人が、平

成23年８月に70歳に達した場合

　　⇒　平成23年10月に送付

60歳

65歳

65歳

70歳

70歳

（未請求）

（未請求）

60歳到達月の３か月前

に請求書を送付

1年

1年未満
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　　 対象者 　　在職中の加入者で、60歳到達月において加入者期間が１年以上となる人
　　 送付時期 　60歳到達月の３か月前

　【60歳以前の加入者期間が１年以上ある人が、在職中に60歳に達する場合】

　②加入者期間が１年以上となった人

　　 対象者 　　平成22年４月以降に資格を取得（※）し、60歳に達した後に加入者期間が１年以上となった人
　　 送付時期 　加入者期間が１年以上となった月の翌々月
　　　　　　　　※ 再資格取得、継続資格取得、所属学校変更をした加入者で、前任校ですでに１年以上の加入者期

間がある場合等は、送付されないことがあります。

　【60歳（65歳）時点で加入者期間１年未満の人が、その後加入者期間１年となった場合】

　【60歳（65歳）以降に資格取得した人が、加入者期間１年となった場合】

　私学事業団では、退職共済年金の請求に漏れがないようにしていただくために、在職中の加入者については、学校法
人等を通して退職共済年金の請求書（以下、「請求書」といいます）を送付しています。
　送付対象者、送付時期などは以下の①～④のとおりです。加入者個人ごとの個別封筒に書類を封入して学校法人等に
送付しますので、個別封筒を加入者本人にお渡しいただき、年金請求手続きを行っていただくよう、周知してください。
　※ 年金請求手続きについてのパンフレット（個別封筒に封入しています）は私学共済事業ホームページの事務担当者

コーナーに掲載しています。また、個別封筒に封入されている書類は、加入者の状況により異なっています。

退職共済年金請求書の事前送付

〈送付対象者と送付時期〉

　60歳到達月の３か月前に請求書を送付

します。

例）平成24年１月に60歳に達する人

　　⇒　平成23年10月に送付

　加入者期間が１年以上となった月の翌々月

に請求書を送付します。

例） 平成22年９月に資格取得し、平成23年

８月末で加入者期間が１年となった人

　　⇒　平成23年10月に送付

　加入者期間が１年以上となった月の翌々月

に請求書を送付します。

例） 平成22年９月に資格取得し、平成23年

８月末で加入者期間が１年となった人

　　⇒　平成23年10月に送付

60歳

60歳
（65歳）

60歳
（65歳）

1年以上

1年

1年

　退職共済年金受給権発生
◆　請求書送付
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事例１ 子供が生まれたので被扶養者として認定申請したい
　子の認定申請をする場合、被扶養者とすべき子の人数にかかわらず、夫婦それぞれ
の年間収入の多い方の被扶養者となります。
　被扶養者認定申請書にある「扶養手当の有無」「扶養手当の月額」欄は必ず記入し
てください。子の認定は、学校法人等からの扶養手当の有無や、配偶者が被扶養者に
なっているかどうかによって添付書類が異なります。
※ 配偶者が育児休業等により休業している場合、配偶者の年間収入は休業前の金額で
比較します。

※ 夫婦双方の年間収入が同程度である場合、被扶養者の地位の安定を図るため、届け
出により主として生計を維持する人の被扶養者としています。

　 　「同程度」の範囲については、「夫婦双方の年間収入の差額が年間収入の多い方の
額の１割以内である場合」とされています。

【添付書類】

配偶者が被扶養者として
認定されている場合

学校法人等から扶養手当が
支給される場合

学校法人等から扶養手当が
支給されない場合

１　続柄及び生年月日を確認する書類
　　（①②のいずれか）

①子の戸籍抄本（又は謄本）
②子の住民票（加入者が世帯主であって加入者との続柄が明記されたものに限る）

２　 加入者及び配偶者の年間収入を確認
できる書類

　　（①②のいずれか）

①勤務先の年収見込証明書
②前年の源泉徴収票の写し
　 （ただし、前年の勤務期間が１年
に満たないときは、年収見込証
明書に限る）

事例２ 子供を配偶者の扶養から加入者の扶養に変更したい

　子について、配偶者の健康保険等の被扶養者として認定されているが、加入者の年
収が配偶者よりも多くなる見込みである（又は多いことが判明した）ため、扶養替え
をする場合の添付書類は次のとおりです。
【添付書類】

学校法人等から扶養手当が支給される場合 学校法人等から扶養手当が
支給されない場合

１　続柄及び生年月日を確認する書類
　　（①②のいずれか）

①子の戸籍抄本（又は謄本）
②子の住民票（加入者が世帯主であって加入者との続柄が明記されたものに限る）

２　 加入者及び配偶者の年間収入を確
　　認できる書類
　　（①②のいずれか）

①勤務先の年収見込証明書
②前年の源泉徴収票の写し

３　

子
の
収
入
に
関
す
る
書
類

⑴子が18歳未満の場合 原則として添付書類は必要ありません。
ただし、子に収入がある場合は、⑶の書類が必要です。

⑵子が18歳以上で学生の場合
　（①②のいずれか）

①在学証明書
②有効期限の記載のある学生証の写し
（ただし、夜間部・通信教育課程・大学院に在籍している場合は⑶に限る）

⑶子が18歳以上で学生でない場合
　（①②のいずれかで最新のもの）

①非課税証明書
②所得証明書

⑷被扶養者の要件を備えた日を確認す
る書類

①配偶者の健康保険制度の被扶養者を取り消しになったことが確認できる書類
　※被扶養者の要件を備えた日は被扶養者取消日となります。
②国民健康保険に加入している場合は、国民健康保険証の写し
　※被扶養者の要件を備えた日は申請のあった日（発信日）となります。
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１ 被扶養者になれる人とは
　⑴　加入者と別世帯でも認められる人
　　 　配偶者（届け出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある人を含みます）、

子、父母、孫、祖父母、弟妹
　⑵　加入者と同一の世帯に属さなければ認められない人
　　 　上記⑴以外の三親等内の親族、加入者の配偶者で届け出はしていないが事実上婚姻

関係と同様の事情にある人の父母・子、当該配偶者の死亡後における父母・子

２ 主として加入者の収入によって生計を維持する人とは
　　恒常的な収入が年間130万円未満の所得である人をいいます。
　 　また、障害を事由とする公的年金等を受けているとき又は60歳以上で公的年金等を受
けているときは、恒常的な収入が年間180万円未満の所得である人をいいます。

３ 恒常的な収入とは
　 　次の⑴⑵のような継続して得られるもの（又はその予定のもの）をいい、所得金額の
算定は課税上の所得金額の計算とは異なります。

　⑴　総収入金額で取り扱うもの
　　　恩給・公的年金・個人年金・給与・傷病手当金・失業給付金など
　⑵　経費の実額を控除した後の所得金額で取り扱うもの
　　　事業収入・不動産収入など
　※２つ以上の種類の所得がある場合は、それぞれ合算した金額を恒常的な収入とします。

４ 被扶養者の要件を備えた日とは
　 　恒常的な収入が、認定要件より少ないことが確認できた日をいいます。確認できた日
以降は被扶養者として認定されます。

　　【被扶養者の要件を備えた日の例】
　　 　加入者の私学共済制度への加入日、婚姻日、退職日の翌日、収入減となった日、出

生日など

５ 被扶養者の要件を備えた日から30日以内に申請
　 　被扶養者の認定申請は、被扶養者としての要件を備えた日から30日以内に提出する
ことにより、要件を備えた日にさかのぼって認定します。

　 　ただし、要件を備えた日から30日を過ぎて申請があったときは、申請のあった日（発
信日）からの認定となり、要件を備えた日にさかのぼって認定はされません。

　 　保険診療等の給付を受けるうえで、いつから認定されるかは重要なことですので、注
意してください。

６ 認定には要件を確認する書類が必要
　 　被扶養者の要件を備えていることを確認するため、被扶養者認定申請書には戸籍等の
書類を添付してください。
◎「被扶養者認定申請書」は複写式のため、私学共済事業ホームページからダウンロードできません。
　用紙は共済事業本部又は各ガーデンパレス（東京・京都を除く）共済業務課へ請求してください。

　私学共済制度では、主として加入者の収入で生計を維持している配偶者や子などの家族についても、病気や
ケガをしたときに保険診療等の給付を受けることができます。この家族のことを「被扶養者」といいます。
　被扶養者の認定申請は難しく、必要な添付書類が分からないという声を聞きます。そこで、今月号から３回
にわたり、被扶養者の認定申請に必要な書類について、具体的な事例を挙げて説明いたします。

申請は、要件を備えた日
から30日以内に！
30日を過ぎると、さかの
ぼっての認定ができなく
なります。

被扶養者認定申請 ―ポイントと事例①
業務部 資格課業務部 資格課



第 1 6 6 号平成 2 3 年 1 0 月 1 日

12

共
済
業
務

加
入
者
証
等
が
使
用
で
き
な
い
場
合

　

職
務
上
や
通
勤
途
上
の
傷
病
は
労
働
者
災

害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
の
適
用
に
な
り

ま
す
。

●
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
り
、
通
勤
途
上
で

事
故
に
あ
っ
た
等
で
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
る
際
に
は
、
加
入
者
証
等
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
扶
養
者
が
ア
ル
バ
イ

ト
先
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
も
同
様
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
医
療
機
関
の
窓
口

で
職
務
上
又
は
通
勤
途
上
に
負
っ
た
傷
病
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
勤
務
先
を
通
し
て
所
轄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
通
勤
途
上
の
自
動
車
等
の
事
故
の

場
合
、
労
災
保
険
の
給
付
と
自
賠
責
保
険
等

に
よ
る
保
険
金
支
払
い
の
ど
ち
ら
か
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
労
災
保
険
の
給
付
と
は

　

労
災
保
険
の
適
用
に
な
る
と
、
原
則
と
し

て
治
療
に
必
要
な
費
用
の
全
額
が
給
付
さ
れ

ま
す
。
労
災
保
険
に
該
当
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
誤
っ
て
加
入
者
証
等
を
使
用
し
て
し
ま

う
と
自
己
負
担
が
発
生
す
る
た
め
加
入
者
等

に
と
っ
て
不
利
益
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
休
業
補
償
・
後
遺
障
害
の
補
償
・

死
亡
の
補
償
な
ど
に
つ
い
て
も
労
災
保
険
の

方
が
給
付
の
種
類
も
多
く
手
厚
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
加
入
者
等
に
と
っ
て
有

利
で
す
。

　

労
災
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

場
合
に
は
労
働
基
準
監
督
署
に
照
会
し
て
く

だ
さ
い
。

　

誤
っ
て
加
入
者
証
等
を
使
用
し
た
と

き
に
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
私
学
事
業
団
に

診
療
費
を
返
還
す
る
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

職
務
上
・
通
勤
途
上
の
傷
病
や

　
　

交
通
事
故
等
で
受
診
す
る
に
は

　

職
務
上
・
通
勤
途
上
の
傷
病
や
交
通
事
故
等
で
他
人
か
ら
ケ
ガ
を
さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
通
常
の

傷
病
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
病
院
で
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
（
以
下
「
加
入
者
証
等
」

と
い
い
ま
す
）
を
使
用
し
て
し
ま
う
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
加
入
者
証
等
が
使
用
で
き

な
い
場
合
や
使
用
す
る
に
あ
た
り
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
事
業
団
に
届
け
出
が
必
要
な
場
合

●
職
務
上
や
通
勤
途
上
の
事
故
で
な
け
れ

ば
、
原
則
と
し
て
加
入
者
証
等
を
使
用
し
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
交
通
事
故
等
第
三
者
加
害
行
為
に
よ
る

ケ
ガ
で
受
診
し
た
際
に
は
、
届
け
出
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
短
期
給
付
課
調
整
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

交
通
事
故
等
で
他
人
か
ら
ケ
ガ
を
さ
せ
ら

れ
た
場
合
の
治
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
負

担
す
る
も
の
で
あ
り
、
加
入
者
証
等
を
使
用

し
た
こ
と
で
本
事
業
団
が
負
担
し
た
費
用
に

つ
い
て
は
、
本
事
業
団
か
ら
加
害
者
（
加
害

者
の
加
入
し
て
い
る
自
賠
責
保
険
な
ど
）
に

請
求
し
ま
す
。そ
の
た
め
加
入
者
等
か
ら
は
、

本
事
業
団
が
加
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請

求
を
行
う
た
め
に
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
加
入
者
側
の
過
失
が
大
き
く
相
手
に
賠
償

請
求
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
も
届
け
出
は
必
要
で

す
。
賠
償
請
求
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
本
事

業
団
で
判
断
し
ま
す
。

●
警
察
へ
の
届
け
出
は
「
人
身
事
故
」
扱
い
で

　

保
険
診
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
必
ず
警

察
へ
事
故
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
交
通
法
に
よ
る
事
故
届
け
に
は
「
人

身
事
故
」
と
「
物
損
事
故
」
が
あ
り
ま
す
が
、

「
物
損
事
故
」
で
は
ケ
ガ
が
な
か
っ
た
と
み

な
さ
れ
、
原
則
と
し
て
自
賠
責
保
険
の
適
用

に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ケ
ガ
を
し
た

と
き
は
必
ず
「
人
身
事
故
」
で
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

●
示
談
は
慎
重
に

　

示
談
は
私
的
な
解
決
方
法
で
す
が
、
合
意

の
も
と
成
立
す
る
と
、
民
法
上
の
和
解
契
約

（
第
六
九
五
条
）
と
し
て
法
的
な
拘
束
力
を

持
ち
ま
す
。
安
易
に
示
談
を
し
て
、
本
事
業

団
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
示
談
書
に
本
事
業
団
が
損
害

賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
し
て
い
る
旨
を
明

記
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
な
事
故
も
報
告
を

　

次
の
場
合
も
第
三
者
加
害
行
為
の
扱
い
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

加
入
者
や
被
扶
養
者
が
同
乗
し
て
い
た
車

の
自
損
事
故
（
家
族
が
運
転
し
て
い
た
場

合
も
同
様
）

・
駐
停
車
中
の
車
に
対
す
る
追
突
事
故

・
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故

・
ス
キ
ー
滑
走
中
の
衝
突
事
故

・
他
人
の
飼
い
犬
に
咬
ま
れ
た
等
の
ケ
ガ

・
喧
嘩
や
暴
行
に
よ
る
ケ
ガ

業
務
部
短
期
給
付
課
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共
済
業
務

●積立共済年金（つみきょう）
　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と
配当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを
受け取ることができる公的年金を補完する制度です。
　月々2,000円（２口）の掛金から積み立てること
ができ、運用予定利率は1.25％です。
　この制度には右の２コースがあります。

●共済定期保険（きょうさいていき）[ 共済定期保険専用フリーダイヤル　 0120（716）267 ]　 平日：9：00～17：15

　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や
短期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は右のとおりです。

　※ １年ごとに収支計算し、剰余金が生じた場合は
配当金を還元します。

⎛
⎝
平成22年度配当率
家族年金コース・学校加入コース　46.26％
医療保障コース　　　　　　　　　47.01％

⎞
⎠

　※ 退職後も継続して加入できる「退職後保障プラ
ン」を引受保険会社で用意しています。このプ
ランの加入資格年齢は18歳以上で共済定期保険
脱退日直前まで継続して２年以上加入している
人が対象です。

　募集にあたっては、個別案内付申込書が入った封
筒を10月下旬に学校法人等あてに送付しますので、
加入者に配付をお願いします。

●申し込み方法
　後期募集では、「新規加入」「コース加入」「口数の変更」さらに「被保険者
の追加及び脱退（共済定期保険のみ）」を受け付けます。
　積立共済年金の新規申し込みは「新規加入申込書」を、すでに積立共済年金
に加入している人が他のコースに加入を希望する又は口数を変更する場合は
「コース加入・口数変更（増口・減口）申込書」にて申し込んでください。
　共済定期保険の申し込み（新規・変更・脱退）は、パンフレットに記載され
ている加入資格（告知内容）、支払条件等を確認のうえ、「加入申込書兼告知書」
にて手続きをしてください。

　送付先　〒113－8441　東京都文京区湯島１－７－５　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※より詳しく知りたい教職員を対象に、学校に訪問して説明会を開催いたします。ご希望の場合は貯金係までお申し出ください。

満65歳までに10年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金又
は一時金を選択

自由選択コース
（一般生命保険料
控除の対象）　

満65歳までに２年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金・
医療保険・終身保険及び
一時金を複数選択可能

家族年金コース 加入者が死亡又は高度障害になった
場合、一時金又は年金を給付します。
独身の人も加入することができま
す。（配当金を還元）

３大疾病保障コース

がん、急性心筋梗塞、
脳卒中と診断され、所
定の状態となったとき

長期休業補償コース

病気やケガで60日（免
責期間）を超えて就業
不能となったとき

学校法人等が保険料を負担し、加入
者へ弔慰金等を支給するなど福利厚
生制度を充実させることを目的とし
ています。（配当金を還元）

税制適格コース
（個人年金保険料
控除の対象）　

（主契約です）

医療保障コース

病気やケガで５日以上
入院したとき
（配当金を還元）

医療費支援コース

１日以上の入院も保障
その他手術、女性疾病
にも対応

学校加入コース

募集期間　11月１日（火）～11月30日（水）　私学事業団必着

積立共済年金・共済定期保険　後期募集（平成24年４月１日加入）



年末調整用証明書の送付

①積立共済年金加入者
　 　９月下旬に、生命保険料控除のための証明書（個人
年金用・一般生命保険用）を積立共済年金加入者の届
出住所あてに送付します。なお、平成23年10月１日新
規加入者は初回掛金振替後の10月下旬以降順次送付し
ます。 〔保健課〕

②共済定期保険加入者
　 　10月中旬に、生命保険料控除のための証明書を共済
定期保険加入者の届出住所あてに送付します。

 〔保健課〕
③住宅貸付借受者
　 　平成22年12月までに住宅貸付を借り受けた人の「住
宅借入金等特別控除」のための平成23年分「残高証明
書」を、10月中に学校法人等あてに送付します。

　※ 23年中に住宅貸付を受けた人及び残高証明書交付
後、借入金年末残高等に異動が生じた人にかかる確
定申告用の「残高証明書」は、24年１月中旬に学校
法人等あてに送付します。 〔貸付課〕

積立貯金　　後期申し込み締め切り　　　　　　残高通知書等の送付　

① 積立貯金の後期加入申し込みは10月25日（火）（私学
事業団必着）までとなります。ご希望の場合はお早め
にお申し込みください。

② 「積立貯金決算明細書」及び貯金者にかかる「積立貯
金残高通知書」は、10月上旬に学校法人等あてに送付
します。 〔保健課〕

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします

　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひご加入ください。 〔貸付課〕

私学共済制度の加入者貸付に関する
アンケート調査を実施します

　加入者の皆様にとって「より良い貸付事業」を目指す
べく、アンケート調査を実施することとなりました。本
調査は、無作為に抽出した1,000人を対象に10月上旬に
学校法人等あてに送付いたします。
　該当した学校法人等におかれましては、所属する加入
者にご回答いただき、10月31日（月）までに本事業団あ
てにご返送ください。
　ご多忙中とは存じますが、ご協力くださいますようお
願いいたします。 〔貸付課〕

加入者向広報「レター」11月号等の送付

　加入者向広報「レター」11月号、「私学共済ブック
2011〔給付編〕」、積立共済年金の募集パンフレット等を
10月下旬に学校法人等あてに送付します。
　※ 共済定期保険のパンフレット等は、別便にて10月下

旬に送付します。 〔広報班〕

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

３日（月） 貸付  送金

６日（木） 貸付  ９月分定期償還期限

７日（金） 貯金  払込期限（必着）

14日（金） 貸付  11月２日送金申込・任意償還申出締め切り

20日（木） 貯金  送金

24日（月） 貸付  送金

25日（火）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
貯金  後期加入・払戻・解約請求締め切り

28日（金）
掛金  ９月口座振替（自振校のみ）
貸付  10月定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（月）
貸付  11月22日送金申込締め切り
掛金  ９月分納期限

２日（水） 貸付  送金

６日（日） 貸付  10月分定期償還期限

10日（木） 貯金  払込期限（必着）

15日（火） 貸付  12月２日申込・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール1010

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール1111
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



平成24年度「学術研究振興資金」及び
「若手研究者奨励金」の公募締め切り

　平成23年８月26日付で、大学・短期大学・高等専門学
校法人あてに送付しました、標記にかかる書類の提出締
め切りが近づいています。
　応募される学校法人は、期限までに「研究計画推薦書」、
「研究計画調書」等、必要書類を私学事業団寄付金課ま
でご提出ください。
　なお、公募要領、公募様式等については、本事業団ホー
ムページ（http://www.shigaku.go.jp/）助成業務「学術
研究振興資金」から、「平成24年度学術研究振興資金公
募様式等」及び「平成24年度学術研究振興資金(若手研
究者奨励金)公募様式等」をご覧ください。

　　提出期限　平成23年10月24日（月）

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7316・7319
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

第11回私学振興債券の発行

　私学事業団では、私立学校の施設設備の整備に要する
資金その他経営に必要な資金について、長期・固定の貸
付事業を行っています。
　この事業に要する資金の一部として、平成23年度は第
11回私学振興債券（10年債）の発行を予定しており、主
幹事にみずほ証券（事務）と三菱ＵＦＪモルガン・スタ
ンレー証券を指名しました。
　発行額、発行時期等については未定です。

 財務部　経理第一課
 ☎03（3230）7272・7273
 Ｅメール　keiri1@shigaku.go.jp

私立学校等からの研修生受け入れ

　私学事業団では、私立学校教育の振興に関する実務経
験等を通じ、当該私立学校等の運営の充実を図るための
広い見識と実務能力の育成を図ることを目的として、私立
学校等の職員を受け入れる研修制度を設けています。
　平成24年度の研修生受け入れに関する募集要項は、10
月初旬にホームページ等でお知らせする予定ですのでご
覧下さい。

 総務部　人事課
 ☎03（3230）7883・7884
 Ｅメール　jinji@shigaku.go.jp

被災私立学校へ寄付サイト
「私学支援ポータルサイト」開設

　東日本大震災で被災した私立幼稚園、小・中・高校、
大学等への支援を橋渡しするため、私学事業団のホーム
ページに「私学支援ポータルサイト」を開設しました。
このサイトの目的は、被災地の私立学校を支援できる環
境を構築するための情報を収集し、企業等の法人又は個
人と私立学校をマッチングさせて、寄付金の授受を可能
にすることにあり、インターネット経由で寄付金を募集
したり、申し込んだりすることができます。（下記、支
援の流れ 参照）
　詳しい内容につきましては、本事業団のホームページ
（http://www.shigaku.go.jp/g_shien.htm）をご覧ください。

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7317・7318
 Ｅメール　shien-ps@shigaku.go.jp

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

寄付支援を希望する
私立学校

私学事業団
寄付支援を申し出る
企業・個人・学校法人等

②要請公表

③寄付登録④寄付提案

①要請登録

•支援の流れ

お　見　舞　い
　先の平成23年７月新潟・福島豪雨及び平成23
年台風12号により、被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。災害を受けられた学校法
人等の一日も早い復旧をお祈り申し上げますと
ともに、私学事業団といたしましても全力で支
援につとめてまいります。
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月報私学　10月号（VOL．166）平成23年10月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

　創立125周年を迎える記念事業として、2010年秋６階建ての新校舎が完成しました。明るい教室・充実した施設で、伝統
ある「徳才兼備の女性」を育てる教育が受け継がれています。読書と生き方教育を中心に徳育・知育・体育・美育を掲げ、高い
学力と豊かな心を育む学園には、いつも穏やかであたたかい雰囲気が溢れています。

三輪田学園中学校・高等学校

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成23年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

私学事業団融資は、長期借入・固定金利・
元金据置（最大２年間）・元金均等償還です。

施設整備をご計画なら「安心で、安定感の
ある」本事業団資金のご利用を検討されて
はいかがでしょうか。
　23年度融資のご希望については、現在受
付中です。

冬の始まりを告げる「鰤（ぶり）起し」

〒920-0918　金沢市尾山町6-40　☎074（232）1239
（JR ｢金沢｣駅前バスターミナル⑦⑧⑨番乗り場から北鉄バスで｢南町｣下車、徒歩3分）
http://www.kenrokusou.com

金　沢　 兼　六　荘

１泊２食 
会席プラン
(2名1室 １名様)

9,000円　プラン
11,000円　プラン

　来月になると日本海側では、「鰤（ぶり）起し」と呼ばれる雷鳴が轟きます。
雷鳴が轟くと鰤が大漁になることから、そう呼ばれます。鰤は「かぶら寿し」に
も使用される金沢の味覚です。また、ズワイガニ漁も来月には解禁されます。金
沢で旬の味覚をぜひご堪能ください。

● 創業250余年「つば甚」直営の
和食処「尾山甚平」で加賀会席
（夕食）をご堪能いただけます。 夕食（イメージ）

かぶら寿しかぶら寿し
写真提供：金沢市写真提供：金沢市

■融資金利表（平成23年10月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校(園)舎、体育館、講堂、遊

戯室等の建築事業等並びに校
(園)地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.7 1.0 0.8
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミ

ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.8 1.1 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専

修学校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.6
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 1.0 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。




